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キーワード

「できる」「できない」の自覚

意欲の湧く課題の設定

◇資質・能力を焦点化する ◇入念な教材研究をする
例）

例）器械運動（マット運動） ・前学年での学習が身に付いているか，確認する場面を
自身が選択した技を，より美しく行わせた 設定してはどうだろうか？ 【系統性・実態把握】

い（という，教師の思い）。 ・回転加速を得るために，マットに傾斜をつけてみると
どうだろうか？ 【場の設定】

焦点化された資質・能力
・手本と自身の演技を一画面で同時に見られるようなア
プリを入れたタブレット端末を準備してはどうだろう
か？ 【個への対応】

…など，子どもの実態を踏まえた教材研究を心掛けた
いものです。

手本となる映像と自分の演技とを比較し，
回転のどの段階で，体のどの部分を，どの
ように使えばよいのかに気付く。

学びの出発

これまでの学びを振り返り，学びの中での気付きを
手掛かりに新たな学びが始まる。

わくわく授業をするために１
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◇適宜,振り返る場面を設定する ◇課題づくりの場を設定する

授業の最後に行う「振り返り」は，その 主体的な学びは，興味・関心が喚起されることによ
授業全体を通してどのように変容したのか って始まります。子どもの｢○○ができるようになり
を自らに問う時間です。 たい｣という思いや願いを膨らませ，挑戦する意欲を
一方，活動と活動の間に適宜設けられる かき立てるような課題を設定したいものです。

「振り返り」は，課題解決への道のりが正
しいかどうかを確かめる時間です。 新たな課題ができあがる場面の例（マット運動：前転）
いずれの場合も「○○ができるようにな

った」「●●が分かった」は大切ですが，
できないこと，分からないことの自覚も，
同様に大切です。この自覚が，次の学びに
つながっていきます。

教 師：「○○さんの動きが，他の人と違うような気がするんだけど

…どう思う？」

子ども：「あれ，始めはゆっくりだけど，立つ前はシュッと速くなって

る」「そうか！立つ前に足を縮めると，シュッとなるのか！」

「だったら，いつ縮めると回転のスピードが速くなるのか，試

してみよう!!」

◇教科等の特質を踏まえる ◇子どもの声に耳を傾け受け止める

体育・保健体育には，他の教科等にはない｢身 例）マット運動 前転に関してのつぶやき
体運動を通しての経験｣という，大きな特質が
あります。 ・｢手本の演技は，自分の演技よりも『腰の角度』が

広いなぁ｣
・｢手本の演技は，回転の後半のスピードが速いなぁ｣

｢ 分 か る ｣ と

｢できる｣をつ

なげる

｢サッカー｣での

学びを｢バスケッ

トボール｣の学び

につなげる

｢体育・保健体

育 ｣での学びを

｢社会生活｣につ

なげる

知識及び

技能

思考力，判断力，

表現力等

学びに向かう力，

人間性等

このような｢つぶやき｣を，逃さずに拾っていけるようにした

いものです。課題解決に向けて，大切な気付きを得た瞬間で

す。子どもの｢つぶやき｣と教師の｢知識｣をつなげ，｢発問｣と

いう形で子どもたちに投げ掛けてみましょう。

身体運動を通して

「腰の角度は，最後まで同じかな？」

主体的・対話的で深い学びのために vol.01

学びをつなげるために

新たな学びを出発させるために４

２ ３
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キーワード

子どもの（運動に対する）気付き

教師の（子どもに対する）気付き

互いの考えを伝え合い，相手の考えを
受け止め，自分の考えを練り直す。

学びの再思考

◇学習活動を吟味する ◇効果的な学習支援を考える
○「ゴールの姿」から活動を吟味する ○活動形態の工夫による支援
例） 例）「多様な解決方法を得るために，グループ内で個々の
インターバルをリズミカルに，スピードを維持 解決策を紹介させようか。」

して走ることができる。（中学校：ハードル走） 「到達度が異なる者同士をペアにして，互いに試行錯
誤 させてみようか。」…など。
○使用する用具・環境の工夫による支援
例）「恐怖心を取り除くために，ハードルではなく段ボー

ルにしてみようか。」
「理想的な加速ができるように，着地点に目印を置い
てみようか。」…など。

５歩の場合 どちらがリズミカルに，スピ
ードに乗って走ることができ

３歩の場合 るか確かめてみよう。

ねらいに迫る授業をするために１
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◇子どもの試行錯誤を大切にする ◇獲得した学びをまとめる場を設定する
例）
跳び箱運動 ・「運動」は「残らない」
開脚跳び

・「運動」は「感覚的」

力強い 台の遠くに 手の強い 柔らかな

踏切り 着手 突き放し 着地

記録を残す

「勘」や
「直感」

「言葉」や
「文章」

暗 黙 知 形 式 知

「できる」と「できない」の間には，
たくさんの「できる」が存在する!!

小さな「できる」をつなぐ，「価値付け」をする!!

◇子どもの思考の流れに沿って展開する ◇想定外の反応にも柔軟に対応する
例）サッカー（１：１の状況） ある授業（クラス）で有効なことが，次の授業（ク

ラス）でも有効だとは限らない
例）バレーボール（２：２，ワンバウンドokの場合）

このようなテーマを与えたとき，子どもはどのよう
な動きをするでしょう？
緩急をつけたドリブル？ 左右のフェイント？
相手の足の間にボールを蹴って…？ 子どもの思考

の流れに気が付けば，この後の授業の展開も組み立て
ていけるはずです。

「バウンドした後，高

く弾むボールだと，つ

ながりやすいな!」

「バウンドした後，浅

く跳ね返るボールだ

と，決まりやすいな!」
次の段階
に発展

「相手を抜く楽しさを味わおう!!」

つなぐ楽しさ＞決める工夫 つなぐ楽しさ＜決める工夫

教

師

◇これまでの学習を踏まえる ◇多様な展開を考える
例）バスケットボール

身に付けさせたい資質・
能力によって，様々な展開
が考えられます。

子どもの実態に対応でき
るよう，多様な条件設定を
考えたいものです。

「どこまでできて，どこからができない
のか」を理解する

既にある知識（見方・考え方）を働かせる
ことで乗り越えられる，適度な負荷の課題
設定を!!

子
ど
も

ハーフコート
の３：３

できる動きを
制限する

人数を増やす
（減らす）

コートを広く
（狭く）する

問題解決における一連のプロセスを重視するために

気付きを生かした展開にするために

「見方・考え方」が働くようにするために

主体的・対話的で深い学びのために vol.02

２

３

４
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キーワード

課題提示，言葉掛けの工夫

◇学んだことが生かされる場面を設定する ◇振り返りから課題を引き出す

①同一単元内で （例）ハンドボール Q：次時の学習課題を設定しやすい振り返りはどちら
でしょうか？

②年間計画内で （例）球技

うまくいかなかったことも「成果」と捉え，学び
の成果を子ども達ができるだけ多く実感できるよう
にしましょう。

１：１で，相
手を抜くこと
ができた

２：２で一人目を抜いた後，

二人目の DF が守りに来たとき
の攻め方を考えてみよう!!

卓球（ネット
型）の学習が
終了した

卓球での学びが生きるよ
う，連続してバドミントン
を設定する

Ａ
「今日は●●ができるよ
うになってうれしかった
です。」

Ｂ
「○○は分かったけど，
●●はよく分かりません
でした。」

学びの獲得と
新たな学びの創出

連続する学びは力へ。
新たな学びの獲得と新たな学びを創出する。

活用・発揮を促すために
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１
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◇子どもの変容を取り上げる ◇フィードバックして働き掛ける
指導言

・「よい手本」は，子どもに演示させる。
・子どもによる演示は，見ている他の子どもが
共感的に捉えやすい。

・演示した子どもは，「みんなの中の自分」を
感じ，自己肯定感が高まりやすい。

Q：学びの実感を促すには，どんな言葉掛けが有効でしょうか？

・指示 … 子どもの行動に働き掛ける言葉
・発問 … 子どもの思考に働き掛ける言葉
・説明 … 授業の枠組みを作る言葉

◇学習全体を振り返る場面を設定する ◇新たに学びが連続するようにする
振り返りの意義 子ども 教 師

②を吸い上げて「料理」し，新たな学びにつな
げる。

で き る

できない

挑戦意欲を

かき立てる

課 題

子どもが，「できる」
と「できない」の間を夢
中になって楽しめるよう
な課題の提示・言葉掛け
を，常に意識する。

①子どもが，自身の変容を自覚する。

②子どもが，「分からない部分」や「でき
ない部分」を自覚する。

主体的・対話的で深い学びのために vol.03

学びの実感を促すために

◇評価方法を検討する ◇授業プランを修正する
「評価」とは？

適切な「見取り」のために

ねらいに対してどの程度迫ったのかを認める
こと

・一連の動きを場面ごとに「分ける」と，で
きた，できないが「分かる」

・学習（運動）を場面ごとに分け，小さな「で
きた」を認めていく

例）バスケットボール
２：２での攻め方

パスを出した後の自分の動きを考えさせた
かったけど，ボールを持っていない人がど
う動けばボール保持者がフリーになれるか
を考え始めたぞ…フリーになることが目的
になってしまうかも…。
よし，だったら「何のためにフリーになる
のか」を考えさせた方がいいな…

新たな学びを創り出すために

学びを見取るために
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２

３

４



～主体的・対話的で深い学びのために～


